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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　干渉波成分の信号を選択的に受信する干渉波受信アンテナウエイトを用いて、前記干渉
波成分を含む干渉信号を受信する干渉信号受信手段と、
　前記干渉信号受信手段の出力から、干渉波成分の信号レベルを検出する干渉波レベル検
出手段と、
　前記干渉波レベル検出手段の出力を基に、所望信号を受信する所望波分離受信アンテナ
ウエイトを可変する信号分離手段と、
　を有し、
　前記信号分離手段は、
　他局干渉信号を優先的に除去するウエイトを乗算する第１のウエイト乗算部と、前記第
１のウエイト乗算部の出力に対し、空間多重ストリームを分離する空間多重分離ウエイト
を乗算する第２のウエイト乗算部と、
を含む無線通信装置。
【請求項２】
　請求項１記載の無線通信装置であって、
　前記所望波分離受信アンテナウエイトは、干渉波受信電力を最小化するウエイトである
無線通信装置。
【請求項３】
　請求項１記載の無線通信装置であって、
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　前記所望波分離受信アンテナウエイトは、信号電力対干渉雑音電力を最大化するウエイ
トである無線通信装置。
【請求項４】
　請求項１記載の無線通信装置であって、
　前記所望波分離受信アンテナウエイトは、複数アンテナＮ個の内、Ｎより小さいｋ個か
らなるサブアレーに対して、干渉波受信電力を最小化するウエイトである無線通信装置。
【請求項５】
　請求項１記載の無線通信装置であって、
　前記第１のウエイト乗算部の出力を用いてチャネル推定を行うチャネル推定部を備え、
　前記信号分離手段は、前記チャネル推定部の出力を基に第２のウエイト乗算部で用いる
ウエイトを生成する無線通信装置。
【請求項６】
　請求項１記載の無線通信装置であって、
　前記信号分離手段は、前記干渉波レベル検出手段の出力が所定値を超えた場合、所望信
号を受信すると共に、検出された干渉波を抑圧する所望波分離受信アンテナウエイトに変
更する無線通信装置。
【請求項７】
　請求項１記載の無線通信装置であって、
　前記干渉波レベル検出手段は、複数の干渉源からの干渉波成分の信号レベルを検出する
無線通信装置。
【請求項８】
　請求項７記載の無線通信装置であって、
　前記信号分離手段は、前記干渉波レベル検出手段の出力における複数の干渉源からの干
渉波成分の信号レベルが所定値を超えた場合、所望信号を受信すると共に、検出された複
数の干渉波を干渉波成分の信号レベルに応じて抑圧する所望波分離受信アンテナウエイト
に変更する無線通信装置。
【請求項９】
　請求項１、６、７のいずれかに記載の無線通信装置であって、
　前記干渉波受信アンテナウエイトは、干渉波電力対所望信号電力を最大化するウエイト
である無線通信装置。
【請求項１０】
　請求項１、６、７のいずれかに記載の無線通信装置であって、
　前記干渉波受信アンテナウエイトは、当該無線通信装置以外の無線通信装置間の通信信
号の受信電力を最大化するウエイトである無線通信装置。
【請求項１１】
　請求項１、６、７のいずれかに記載の無線通信装置であって、
　前記干渉信号受信手段は、所望信号が含まれない時間区間における受信信号から得られ
る相関行列を用いて、干渉波電力を最大化する干渉波受信アンテナウエイトを算出する無
線通信装置。
【請求項１２】
　請求項１、６、７のいずれかに記載の無線通信装置であって、
　前記干渉信号受信手段は、所定時間内での受信信号から得られる相関行列を用いて、干
渉波電力を最大化する干渉波受信アンテナウエイトを算出する無線通信装置。
【請求項１３】
　請求項１、６、７のいずれかに記載の無線通信装置であって、
　前記干渉信号受信手段は、当該無線通信装置の非通信時に、前記当該無線通信装置以外
の無線通信装置間の通信信号の受信結果を基に、一つまたは複数の前記干渉波受信アンテ
ナウエイトを決定する無線通信装置。
【請求項１４】
　請求項１、６、７のいずれかに記載の無線通信装置であって、
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　前記干渉信号を選択的に受信するための干渉波受信情報を記憶する記憶手段を有し、
　前記干渉信号受信手段は、受信信号が当該無線通信装置以外の宛先の信号である場合に
、前記干渉波成分に関する干渉波受信情報を算出して前記記憶手段に記憶させる無線通信
装置。
【請求項１５】
　請求項１４記載の無線通信装置であって、
　前記干渉信号受信手段は、前記干渉波受信情報として干渉波に関する干渉相関行列を算
出し、前記干渉相関行列に基づいて生成される干渉波受信アンテナウエイトを用いて干渉
信号を受信する無線通信装置。
【請求項１６】
　請求項１５記載の無線通信装置であって、
　前記信号分離手段は、受信信号が当該無線通信装置宛の信号である場合に、前記干渉相
関行列に基づいて生成される所望波分離受信アンテナウエイトを用いて所望信号を分離す
る無線通信装置。
【請求項１７】
　請求項１５記載の無線通信装置であって、
　前記記憶手段は、前記干渉波受信情報として干渉波に関する干渉相関行列を個別に、あ
るいは送信元毎に分類して個別に記憶する無線通信装置。
【請求項１８】
　請求項１記載の無線通信装置であって、
　前記所望波分離受信アンテナウエイトで受信した所望信号の受信結果を基に、送信信号
のレプリカを生成する送信レプリカ生成部と、
　前記送信レプリカ生成部の出力を基に、受信信号から所望信号の一つ以上をキャンセル
する干渉キャンセル部と、
　前記干渉波レベル検出手段で検出された干渉信号の相関行列を用いて、干渉信号を抑圧
する反復復号用ウエイトを生成する反復復号用ウエイト生成部と、
　前記干渉キャンセル部の出力に対し、前記反復復号用ウエイトを乗算する第２の信号分
離手段とを有する無線通信装置。
【請求項１９】
　請求項１記載の無線通信装置であって、
　前記所望波分離受信アンテナウエイトで受信した所望信号の受信結果を基に、送信信号
のレプリカを生成する送信レプリカ生成部と、
　前記送信レプリカ生成部の出力を基に、受信信号から全ての所望信号をキャンセルして
干渉信号成分を抽出し、前記干渉波レベル検出手段で検出された干渉信号の相関行列を更
新する干渉相関行列更新部と、
　前記干渉相関行列更新部の出力を用いて、干渉信号を抑圧する反復復号用ウエイトを生
成する反復復号用ウエイト生成部と、
　前記干渉キャンセル部の出力に対し、前記反復復号用ウエイトを乗算する第２の信号分
離手段とを有する無線通信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば複数の端末で同一チャネルを使用するマルチセル構成の無線通信シス
テムの端末等に用いられ、干渉波源からの干渉成分を抑制して所望信号を受信可能な無線
通信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、無線通信の大容量化、高速化の要求が非常な高まりをみせており、有限な周波数
資源の有効利用効率を更に向上させる方法の研究が盛んになっている。その一つの方法と
して、空間領域を利用する手法が注目を集めている。空間領域利用技術の一つは、アダプ
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ティブアレーアンテナ（適応アンテナ）であり、受信信号に乗算する重み付け係数（以下
、この重み付け係数を「重み」という）により振幅と位相を調整することにより、所望方
向から到来する所望信号を強く受信し、マルチパス干渉や同一チャネル干渉といった干渉
成分信号を抑圧することができる。このような干渉抑圧効果により、通信システムの通信
容量を改善することが可能となる。
【０００３】
　また、空間領域を利用した別な技術として、伝搬路における空間的な直交性を利用する
ことで、同一時刻、同一周波数、同一符号の物理チャネルを用いて異なるデータ系列を、
同一の端末装置に対して伝送する空間多重（Space Division Multiplexing）（以下、Ｓ
ＤＭと記載）技術がある。ＳＤＭ技術は、例えば非特許文献１において情報開示されてお
り、送信機及び受信機共に複数のアンテナ素子を備え、アンテナ間での受信信号の相関性
が低い伝搬環境下においてＳＤＭ伝送が実現できる。この場合、送信機の備える複数のア
ンテナから、アンテナ素子毎に同一時刻、同一周波数、同一符号の物理チャネルを用いて
異なるデータ系列を送信し、受信機においては受信機の備える複数アンテナでの受信信号
を、伝送路特性の推定値を基に分離受信する。これにより、空間多重チャネルを複数用い
ることで多値変調を用いずに高速化の達成が可能である。ＳＤＭ伝送を行う場合、十分な
Ｓ／Ｎ（信号対雑音比）条件下での送受信機間に多数の散乱体が存在する環境下では、送
信機と受信機が同数のアンテナを備える場合、アンテナ数に比例した通信容量の拡大が可
能となる。
【０００４】
【非特許文献１】G.J.Foschini, "Layered space-time architecture for wireless comm
unication in a fading environment when using multi-element antennas", Bell Labs 
Tech. J., pp.41-59, Autumn 1996
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したアダプティブアレーアンテナ技術及びＳＤＭ技術における干渉抑圧は、複数の
アンテナ素子で受信された信号に対し、アンテナウエイトを乗算した後に加算合成する空
間的なフィルタリング処理が用いられる。例えばＳＩＲ（信号電力対干渉雑音電力比）を
最大化するＭＭＳＥ（誤差最小二乗規範）アルゴリズム等によって動作する。しかしなが
ら、このような干渉抑圧手法の前提条件として、干渉信号が所望信号とともに定常的に存
在することを仮定している。そのため、特に、無線ＬＡＮ等のパケット伝送を用いる無線
通信システムでは、自セル、他セルからの干渉信号がバースト的に生成消滅することにな
り、上記前提条件を満たさない場合がある。すなわち、上記のような空間フィルタリング
処理のアルゴリズムの適用後に、干渉信号に変動がある場合は、干渉抑圧を効果的に行え
ないという課題を有する。
【０００６】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、干渉波が定常的に存在しない状態におい
ても、非定常に現れる干渉波に適応した空間的フィルタリングを実現でき、干渉除去能力
を高めることが可能な無線通信装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の無線通信装置は、干渉波成分の信号を選択的に受信する干渉波受信アンテナウ
エイトを用いて、前記干渉波成分を含む干渉信号を受信する干渉信号受信手段と、前記干
渉信号受信手段の出力から、干渉波成分の信号レベルを検出する干渉波レベル検出手段と
、前記干渉波レベル検出手段の出力を基に、所望信号を受信する所望波分離受信アンテナ
ウエイトを可変する信号分離手段と、を有するものである。
　この構成により、干渉波成分の信号レベルを基に所望波分離受信アンテナウエイトを可
変することで、干渉波が定常的に存在しない状態においても、非定常に現れる干渉波に適
応した空間的フィルタリングを実現でき、干渉除去能力を高めることが可能となる。
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【０００８】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記所望波分離受信アンテナウエイト
は、干渉波受信電力を最小化するウエイトであるものとする。
【０００９】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記所望波分離受信アンテナウエイト
は、信号電力対干渉雑音電力を最大化するウエイトであるものとする。
【００１０】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記所望波分離受信アンテナウエイト
は、複数アンテナＮ個の内、Ｎより小さいｋ個からなるサブアレーに対して、干渉波受信
電力を最小化するウエイトであるものとする。
【００１１】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記信号分離手段は、他局干渉信号を
優先的に除去するウエイトを乗算する第１のウエイト乗算部と、前記第１のウエイト乗算
部の出力に対し、空間多重ストリームを分離する空間多重分離ウエイトを乗算する第２の
ウエイト乗算部とを有するものとする。
【００１２】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記信号分離手段は、他局干渉除去信
号を優先的に除去するウエイトを乗算する第１のウエイト乗算部と、前記第１のウエイト
乗算部の出力に対し、信号電力を最大化する最大比合成ウエイトを乗算する第２のウエイ
ト乗算部とを有するものとする。
【００１３】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記信号分離手段は、前記干渉波レベ
ル検出手段の出力が所定値を超えた場合、所望信号を受信すると共に、検出された干渉波
を抑圧する所望波分離受信アンテナウエイトに変更するものとする。
　この構成により、干渉波成分の信号レベルが所定値を超えた場合に、この所定値を超え
た干渉波成分を抑圧できる所望波分離受信アンテナウエイトに変更し、干渉波が非定常に
現れる状態でも、干渉波を十分に抑圧しながら所望波を受信できる。
【００１４】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記干渉波レベル検出手段は、複数の
干渉源からの干渉波成分の信号レベルを検出するものとする。
　この構成により、複数の干渉源からの干渉波成分の信号レベルを検出し、複数の干渉波
に関する干渉波受信アンテナウエイトの準備や、複数の干渉波の検出レベルに基づく所望
波分離受信アンテナウエイトの変更などが可能となり、非定常に現れる干渉波に対しても
十分に抑圧することができる。
【００１５】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記信号分離手段は、前記干渉波レベ
ル検出手段の出力における複数の干渉源からの干渉波成分の信号レベルが所定値を超えた
場合、所望信号を受信すると共に、検出された複数の干渉波を干渉波成分の信号レベルに
応じて抑圧する所望波分離受信アンテナウエイトに変更するものとする。
　この構成により、複数の干渉源からの干渉波成分の信号レベルが所定値を超えた場合に
、複数の干渉波成分の信号レベルに応じて干渉波を抑圧できる所望波分離受信アンテナウ
エイトに変更することで、干渉波が非定常に現れる状態でも、十分に干渉波を抑圧しつつ
所望信号を受信できる。
【００１６】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記干渉波受信アンテナウエイトは、
干渉波電力対所望信号電力を最大化するウエイトであるものとする。
　この構成により、干渉波電力対所望信号電力を最大化するウエイトを干渉波受信アンテ
ナウエイトとして用いて、適切に干渉信号を選択受信できる。
【００１７】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記干渉波受信アンテナウエイトは、
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当該無線通信装置以外の無線通信装置間の通信信号の受信電力を最大化するウエイトであ
るものとする。
　この構成により、当該無線通信装置以外の無線通信装置間の通信信号の受信電力を最大
化するウエイトを干渉波受信アンテナウエイトとして用いて、適切に干渉信号を選択受信
できる。
【００１８】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記干渉信号受信手段は、所望信号が
含まれない時間区間における受信信号から得られる相関行列を用いて、干渉波電力を最大
化する干渉波受信アンテナウエイトを算出するものとする。
　この構成により、所望信号が含まれない時間区間における受信信号から得られる相関行
列に基づいて、干渉波を選択的に受信する干渉波受信アンテナウエイトを算出できる。
【００１９】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記干渉信号受信手段は、所定時間内
での受信信号から得られる相関行列を用いて、干渉波電力を最大化する干渉波受信アンテ
ナウエイトを算出するものとする。
　この構成により、所定時間内での受信信号から得られる相関行列に基づいて、干渉波を
選択的に受信する干渉波受信アンテナウエイトを算出できる。
【００２０】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記干渉信号受信手段は、当該無線通
信装置の非通信時に、前記当該無線通信装置以外の無線通信装置間の通信信号の受信結果
を基に、一つまたは複数の前記干渉波受信アンテナウエイトを決定するものとする。
　この構成により、非通信時に当該無線通信装置以外の無線通信装置間の通信信号の受信
結果を基に事前に学習を行い、一つまたは複数の干渉波受信アンテナウエイトを決定する
ことで、個々の干渉波を選択的に受信可能にできる。
【００２１】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記干渉信号を選択的に受信するため
の干渉波受信情報を記憶する記憶手段を有し、前記干渉信号受信手段は、受信信号が当該
無線通信装置以外の宛先の信号である場合に、前記干渉波成分に関する干渉波受信情報を
算出して前記記憶手段に記憶させるものとする。
　この構成により、受信信号が当該無線通信装置以外の宛先の信号である場合に、例えば
事前学習を行う前処理モードなどに移行し、干渉波成分に関する干渉波受信情報を記憶手
段に記憶し、この干渉波受信情報に基づいて干渉波を選択的に受信可能な干渉波受信アン
テナウエイトを生成することが可能となる。
【００２２】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記干渉信号受信手段は、前記干渉波
受信情報として干渉波に関する干渉相関行列を算出し、前記干渉相関行列に基づいて生成
される干渉波受信アンテナウエイトを用いて干渉信号を受信するものとする。
　この構成により、干渉波に関する干渉相関行列に基づいて干渉波受信アンテナウエイト
を生成し、個々の干渉波を適切に選択受信することができる。
【００２３】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記信号分離手段は、受信信号が当該
無線通信装置宛の信号である場合に、前記干渉相関行列に基づいて生成される所望波分離
受信アンテナウエイトを用いて所望信号を分離するものとする。
　この構成により、受信信号が当該無線通信装置宛の信号である場合に、例えば通常受信
を行う受信処理モードに移行し、干渉波が非定常に現れる状態でも、干渉波受信アンテナ
ウエイトを用いた干渉波の選択受信により干渉波を十分に抑圧しながら、所望波分離受信
アンテナウエイトを用いて適切に所望信号を分離受信することができる。
【００２４】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記記憶手段は、前記干渉波受信情報
として干渉波に関する干渉相関行列を個別に、あるいは送信元毎に分類して個別に記憶す
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るものとする。
　この構成により、干渉波に関する干渉相関行列を個別に、あるいは送信元ごとに分類し
て個別に記憶し、この干渉相関行列に基づいて干渉波受信アンテナウエイト及び所望波分
離受信アンテナウエイトを生成、変更することで、非定常に現れる干渉波に対して、干渉
波を十分なレベルまで抑圧して所望信号を受信することが可能となる。
【００２５】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記所望波分離受信アンテナウエイト
で受信した所望信号の受信結果を基に、送信信号のレプリカを生成する送信レプリカ生成
部と、前記送信レプリカ生成部の出力を基に、受信信号から所望信号の一つ以上をキャン
セルする干渉キャンセル部と、前記干渉波レベル検出手段で検出された干渉信号の相関行
列を用いて、干渉信号を抑圧する反復復号用ウエイトを生成する反復復号用ウエイト生成
部と、前記干渉キャンセル部の出力に対し、前記反復復号用ウエイトを乗算する第２の信
号分離手段とを有するものとする。
【００２６】
　また、本発明は、上記の無線通信装置であって、前記所望波分離受信アンテナウエイト
で受信した所望信号の受信結果を基に、送信信号のレプリカを生成する送信レプリカ生成
部と、前記送信レプリカ生成部の出力を基に、受信信号から全ての所望信号をキャンセル
して干渉信号成分を抽出し、前記干渉波レベル検出手段で検出された干渉信号の相関行列
を更新する干渉相関行列更新部と、前記干渉相関行列更新部の出力を用いて、干渉信号を
抑圧する反復復号用ウエイトを生成する反復復号用ウエイト生成部と、前記干渉キャンセ
ル部の出力に対し、前記反復復号用ウエイトを乗算する第２の信号分離手段とを有するも
のとする。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、干渉波が定常的に存在しない状態においても、非定常に現れる干渉波
に適応した空間的フィルタリングを実現でき、干渉除去能力を高めることが可能な無線通
信装置を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態における無線通信装置３を含む無線通信システムの構
成を示す図である。ここでは、所望無線通信装置１と干渉源無線通信装置２－１～Ｓとか
ら送信信号が送出され、これらの送信信号を無線通信装置３において受信する場合を示し
ている。それぞれの所望無線通信装置１、干渉源無線通信装置２－１～Ｓ、無線通信装置
３は、複数のアンテナを備えており、ＳＤＭ伝送が可能となっている。本実施形態は、同
一チャネルを繰り返し使用するマルチセル構成の無線通信システム等に好適なものである
。
【００２９】
　図１において、所望の送信信号源である所望無線通信装置１、及びこの所望無線通信装
置１と同一または近接したキャリア周波数を用いるため干渉を与える干渉源となる干渉源
無線通信装置２－１～Ｓからの送信信号を、無線通信装置３が受信するものとする。なお
、無線通信装置３は受信構成のみを示しており、送信構成の図示は省略している。
【００３０】
　無線通信装置３は、複数（Ｍ個）のアンテナ４－１～Ｍ、複数のアンテナ４－１～Ｍで
受信した各高周波信号を増幅処理、フィルタリング処理及びベースバンド信号への周波数
変換処理を施し、各々をディジタル信号として取り出す受信部５－１～Ｍ、受信部５の出
力を基に干渉源無線通信装置２－１～Ｓからの干渉信号を選択的に受信する干渉信号受信
手段６、干渉信号を選択的に受信するための干渉波受信情報を記憶する記憶手段７、干渉
信号受信手段６の出力を基に干渉波の受信レベルを検出する干渉波レベル検出手段８、所
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望無線通信装置１から送信されたＮｔ個（ただし、Ｎｔ≧１）の送信系列を、複数アンテ
ナ４で受信した受信信号から分離合成受信する信号分離手段９、及び分離受信したＮｔ個
の信号系列に対し、復調及び復号処理する信号系列受信処理手段１０－１～Ｎｔを有して
構成される。
【００３１】
　本実施形態では、送信信号は無線ＬＡＮ等で用いられるパケット伝送による通信信号を
仮定しており、図２は通信信号のパケット構成の一例を示す図である。図２において、送
信信号として伝送されるパケットは、予め既知の信号系列からなるトレーニング信号部（
プリアンブル部）３０、シグナリング部３１、及びデータ部３２を有してなる。トレーニ
ング信号部３０は、受信部５での増幅処理時の自動利得制御（ＡＧＣ）、周波数同期、シ
ンボルタイミング同期及び伝送路歪みの等化などに用いられる。シグナリング部３１は、
後続するデータ部３２の送信元及び送信先の無線通信装置の固有識別信号、誤り訂正符号
の符号化率、変調多値数等の情報を含む。
【００３２】
　図３は、パケット伝送状況を説明する模式図であり、所望無線通信装置１から送信され
る自局宛パケット４０に対する干渉源無線通信装置２からの送信信号タイミングを示して
いる。干渉源無線通信装置２は、それぞれの備えたアンテナから同一チャネル干渉波とな
る電波を送信するが、常に全ての干渉源無線通信装置２から送信されているわけではなく
、それぞれの送信タイミングで、異なるパケットサイズで、バースト的に送信される。図
３において、Ｃａｓｅ１では、自局宛パケット４０より大きいサイズの干渉源無線通信装
置２の送信パケット４１が伝送され、Ｃａｓｅ２、Ｃａｓｅ３では、自局宛パケット４０
より小さいサイズの干渉源無線通信装置２の送信パケット４２、４３が、異なるタイミン
グで伝送されている例を示す。
【００３３】
　すなわち、Ｃａｓｅ１のように自局宛パケット４０に対して、全期間に渡り干渉波の送
信パケット４１が存在する場合もあるし、Ｃａｓｅ２、Ｃａｓｅ３のように、自局宛パケ
ット４０の一部の期間に、干渉波の送信パケット４２、４３が存在する場合もある。送信
パケット４２が存在する期間Ｔ１と、送信パケット４３が存在する期間Ｔ２とでは、干渉
波の状態が変化する。このような状況において、干渉源無線通信装置２からの同一チャネ
ル干渉波の送信状況が、無線通信装置３の干渉除去能力の範囲であれば、自局宛のパケッ
トの受信が成功するが、干渉除去能力を超えた場合はパケット受信に失敗し、再送動作を
行うことなる。
【００３４】
　以下では、干渉源無線通信装置２からの同一チャネル干渉波の送信状況が、無線通信装
置３の干渉除去能力の範囲であることを前提に、図１及び図４を用いて、その動作を説明
する。図４は、無線通信装置３の自局宛パケットの受信時の動作を示すフローチャートで
ある。なお、パケットはアクセスポイント間で、非同期に転送されるため、干渉源はラン
ダム的に発生する。このため、図４の受信時動作は、繰り返し行われるものである。本実
施形態は、干渉波の指向性、すなわち空間的な位置はほぼ一定であり、干渉波が非定常に
発生して時間的に変化する場合に特に有効なものであり、このような場合を想定した動作
を示している。例えば、無線ＬＡＮなどのように各通信装置が自立分散的に動作し、ラン
ダムにパケットが伝送される場合などに相当する。
【００３５】
　まず、使用する周波数チャネルで、伝送パケットの有無を検出する（Ｓ２１）。伝送パ
ケットが存在する場合、そのトレーニング信号部に含まれる予め既知のトレーニング信号
を用いて、周波数同期及びタイミング同期を確立し、さらに伝送路歪みを等化することで
、トレーニング信号に続く伝送パケットのシグナリング部に含まれているパケット送信元
及び送信先のアドレス情報を読みとり、自局宛のパケットであるかを検出する（Ｓ２２）
。ここで、自局宛以外のパケットを受信した場合、干渉波であるため、その干渉信号を学
習する前処理モードへ移行（Ｓ２３）し、自局宛のパケットを受信した場合、その送信信
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号を受信する受信処理モードへ移行する（Ｓ２４）。
【００３６】
　前処理モード（Ｓ２３）では、干渉信号受信手段６において、トレーニング信号部の干
渉相関行列ＲＩを算出し、これを干渉波受信情報として記憶手段７において記憶する。こ
こで、干渉相関行列ＲＩｎは、第ｎ番目の自局宛以外のパケットを受信した時の干渉相関
行列を示し、トレーニング信号を用いて算出される伝送路歪み（以下、チャネル推定値）
ｈｎ（ｊ、ｋ）を用いて算出する。ここでｈｎ（ｊ、ｋ）は、第ｎ番目の干渉源無線通信
装置２－ｎの第ｋ番目のアンテナから送信され、無線通信装置３の第ｊ番目のアンテナ４
－ｊで受信する際のチャネル推定値を表す。なお、第ｎ番目の干渉源無線通信装置２－ｎ
は、ＮＩｔ（ｎ）個のアンテナをもち、ＮＩｔ（ｎ）は１以上の自然数とする。フラット
フェージング伝送路を仮定した場合、第ｎ番目の自局宛以外のパケットを受信した場合の
干渉相関行列ＲＩｎは、下記（数１）のように算出される。
【００３７】
【数１】

【００３８】
　ここで、Ｂ（ｎ）はＭ行ＮＩｔ（ｎ）列の行列であり、その第ｊ行ｋ列の要素はｈｎ（
ｊ、ｋ）からなる。上付きの添え字Ｈはベクトル共役転置演算子を示す。また、Ｐｎは雑
音電力推定値、ＥＭはＭ次の単位行列を示す。
【００３９】
　なお、干渉相関行列ＲＩの別な算出方法として、トレーニング信号を用いて算出される
チャネル推定値を用いずに算出する方法もある。この場合、下記の（数２）を用いる。
【００４０】
【数２】

【００４１】
　ここで、ｘ（ｔ、ｎ）はＭ次の列ベクトルであり、第ｊ番目の要素は、無線通信装置３
の第ｊ番目のアンテナ４－ｊで、第ｎ番目の自局宛以外のパケットを受信した場合のベー
スバンド信号を時刻ｔでサンプリングされた信号を示す。また、ｄｔはサンプリング時間
間隔、ｔ０はサンプリング開始時刻、Ｎｓはサンプリングされたデータ数である。この場
合、干渉相関行列ＲＩは、パイロット信号を用いずに算出することができるため、データ
部の信号を用いても算出することが可能である。データ部に含まれる信号が十分長い場合
は、干渉相関行列ＲＩを精度よく推定することができる。
【００４２】
　以上のように得られた干渉相関行列ＲＩｎを用いて、記憶手段７において記憶内容を更
新する。更新手法として、以下のような３つの手法のいずれか、または、複数を組み合わ
せて用いる。
【００４３】
　１）重み付け平均化した干渉相関行列を算出する。
　この場合、重み付け平均化した干渉相関行列に基づく干渉波受信アンテナウエイトによ
り干渉信号を受信することができるため、干渉信号受信手段６及び記憶手段７の構成を簡
易化することが可能となる。一方、重み付け平均化された干渉相関行列を用いた所望波分
離受信アンテナウエイトによる受信信号は、所望波信号を受信すると共に、前処理モード
において受信された強勢なレベルの干渉信号を常に優先的に抑圧する動作となり、個々の
干渉信号を最適なレベルまで抑圧して受信することはできない。よって、この方法は万能
であるものの、干渉波を十分に抑圧できない場合がある。
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【００４４】
　２）干渉相関行列ＲＩｎを、個別に、そのまま記憶させる。記憶できる干渉相関行列数
が所定数ＮＩを超えた場合、受信電力が高い干渉相関行列ＲＩｋを、順に、所定数ＮＩ個
分の干渉相関行列を記憶する。ただし、ｋはＮＩ以下の自然数を示す。
　この場合、複数の干渉相関行列ＲＩｎに対し、干渉波受信アンテナウエイトを設けて干
渉信号を受信する構成となるため、干渉信号受信手段６及び記憶手段７の構成は複雑化す
る。一方、重み付け平均化された干渉相関行列を用いた所望波分離受信アンテナウエイト
による受信信号は、所望波信号を受信すると共に、前処理モードにおいて受信された強勢
なレベルの干渉信号のそれぞれに対し、十分なレベルまで抑圧して受信することが可能と
なる。
【００４５】
　３）送信元のアドレス情報毎に分類して、干渉相関行列ＲＩｎを個別に記憶させる。同
じ送信元のアドレスである干渉相関行列が複数検出された場合は、重み付け平均化後に記
憶する。また、記憶できる干渉相関行列数が所定数ＮＩを超えた場合、受信電力が高い干
渉相関行列ＲＩｋの送信元のアドレス情報を優先して、所定数ＮＩ個分の干渉相関行列を
記憶する。ただし、ｋはＮＩ以下の自然数を示す。
　この場合、２）の効果に加え、一つの送信元に対応して、一つの干渉相関行列を記憶手
段７において記憶することができる。これにより、１つの送信元に対し、複数の干渉波受
信アンテナウエイトを設けて干渉信号を受信することが無くなり、干渉信号受信手段６及
び記憶手段７のそのような重複による構成の複雑化を避けることができる。また、送信元
の空間的変動がない場合、共通な送信元毎に平均化処理を加えるため干渉相関行列の雑音
成分を低減でき、その結果、その干渉相関行列を用いた所望波分離受信アンテナウエイト
による干渉抑圧効果を高めることができる。よって、この方法が一番効率的に干渉波を十
分なレベルまで抑圧できる。
【００４６】
　なお、十分な電力レベルの信号があるにもかかわらず、伝送パケットのシグナリング部
の情報が読みとれないような異種の通信システムからの干渉が存在する場合は、上記（数
２）で示すようにトレーニング信号によるチャネル推定値を用いない干渉相関行列ＲＩを
算出し、記憶手段７を更新し、再度、Ｓ２１にもどり、伝送パケットの有無を確認する。
そして、干渉波が複数ある場合は他の干渉波についても同様の処理を繰り返す。
【００４７】
　以上の自局宛以外のパケットを受信した場合の干渉相関行列ＲＩを記憶するまでの処理
が、前処理モード（Ｓ２３）である。
【００４８】
　次に、受信処理モードへ移行（Ｓ２４）した場合の動作説明を行う。なお、以下では、
トレーニング信号部のトレーニング信号を用いた周波数同期、位相同期、シンボル同期確
立後の動作を説明する。無線通信装置３における複数アンテナ４で受信された高周波信号
は、それぞれ受信部５－１～Ｍにおいて、増幅処理、フィルタリング処理及び周波数変換
処理の後に直交検波され、ＩＱ平面上のベースバンド信号に変換される。このベースバン
ド信号を、Ａ／Ｄ変換器を用いて複素ディジタル信号で表現される受信信号ベクトルｙ（
ｋ）として出力する。以下、ｋはサンプリングされた信号の離散時刻を示す。
【００４９】
　この場合、所望無線通信装置１のＮｔ個の各アンテナから送信される送信系列ｘｎ（ｋ
）からなる送信系列ベクトルｘ（ｋ）＝[ｘ１（ｋ）、．．．、ｘＮｔ（ｋ）]Ｔに対し（
上付き添え字Ｔはベクトル転置演算子）、フラットフェージング伝搬路を通して得られる
離散時刻ｋにおける無線通信装置３での受信信号ベクトルｙ（ｋ）は、下記（数３）のよ
うに示される。
【００５０】
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【数３】

【００５１】
　ここで、ｙ（ｋ）は受信に用いるＭ個のアンテナ４での受信信号を要素として含む列ベ
クトルであり、アンテナ４－ｍで受信された信号ｙｍ（ｋ）を第ｍ番目の要素とする。ま
た、Ｈ１は所望無線通信装置１の送信系列ｘ（ｋ）が受ける伝搬路変動を示すチャネル応
答行列である。ここで、Ｈ１は（無線通信装置３のアンテナ数Ｍ）行×（所望無線通信装
置１における送信アンテナ数Ｎｔ）列からなる行列であり、そのｉ行ｊ列の行列要素ｈｉ

ｊは、所望無線通信装置１における第ｊ番目の送信アンテナから送信された信号ｘｊ（ｋ
）が、無線通信装置３における第ｉ番目のアンテナ４－ｉで受信される場合の伝搬路変動
を示す。
【００５２】
　また、ｎ（ｋ）は無線通信装置３のＭ個の受信アンテナ４で受信時に付加される雑音成
分ベクトルである。また、Ｉ（ｋ）は干渉源無線通信装置２－１～Ｓのうち一つまたは複
数から送信される干渉信号成分を表す。なお、干渉源無線通信装置２からの送信信号が存
在しない場合はＩ（ｋ）＝０となる。
【００５３】
　このような無線通信装置３の受信信号ベクトルｙ（ｋ）は、干渉信号受信手段６及び信
号分離手段９に入力される。
【００５４】
　干渉信号受信手段６は、記憶手段７から前処理モードで得られた一つまたは複数の干渉
相関行列ＲＩｎを読み出し、干渉信号電力Ｉ（ｋ）を、空間的なフィルタリングにより選
択的に受信できる干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎを算出する。なお、干渉相
関行列ＲＩｎが複数あれば、複数の出力ｚｎ（ｋ）を算出して、後述する干渉波レベル検
出手段８で、しきい判定することで、干渉波の特定を行う。この干渉波受信アンテナウエ
イトベクトルＷＩｎは、干渉信号を最大化するような（干渉波のＳＩＮＲが最大となる）
アンテナウエイトとなる。そして、下記（数４）で示すように受信信号ベクトルｙ（ｋ）
との積和演算を行い、第ｎ番目の干渉波成分信号ｚｎ（ｋ）を抽出する。
【００５５】

【数４】

【００５６】
　ここで、ｎは記憶手段７で記憶された干渉相関行列の個数ＮＩ以下の自然数であり、ｚ

ｎ（ｋ）は、干渉源無線通信装置２が送信した空間多重ストリーム数の要素を持つ列ベク
トルからなる。また、上付きの添え字Ｈはベクトル共役転置演算子を示す。ここで、空間
多重ストリーム数とは、例えば、次世代の無線ＬＡＮ規格IEEE801.11nにおいてＭＩＭＯ
（Multiple-Input Multiple-Output）による空間多重伝送を行う場合に、１つの信号（パ
ケット）を複数のデータストリームに分割して空間的に多重して伝送するようなことが行
われ、このときのデータストリームの数に相当する。
【００５７】
　なおこのとき、干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎの算出は以下のような手法
を適用する。
　１）［方式１］干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎとして下記の（数５）を用
いる。
【００５８】
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【数５】

【００５９】
　ここで、Ｕｋ

（ｎ）は、干渉相関行列ＲＩｎを固有値分解して得られるＭ個の固有値の
内、干渉源無線通信装置２が送信した空間多重ストリーム数の分、大きい順に固有値を取
り出し、それに対応する固有ベクトルを列ベクトル成分に持つ。ここでｋ＝１、．．．、
Ｍである。これにより、干渉相関行列ＲＩｎの生成時に到来していた干渉波の電力を最大
化するように干渉波を受信することができる。
【００６０】
　また、記憶手段７における動作を変更することで、別な干渉波受信アンテナウエイトベ
クトルＷＩｎの算出として以下のような手法の適用が可能である。
　２）［方式２］前処理モードにおいて得られるＲＩｎを記憶手段７において記憶する代
わりに、前処理モードにおいて得られるＢ（ｎ）を記憶させる。この場合、干渉波受信ア
ンテナウエイトベクトルＷＩｎとして、下記の（数６）を用いる。
【００６１】

【数６】

【００６２】
　ここで、Ｄｎは、下記の（数７）により算出され、Ｈｅは所望無線通信装置１の送信系
列ｘ（ｋ）が受ける伝搬路応答行列Ｈ１の推定値であり、δは雑音電力推定値、ＥＭはＭ
次の正方行列を示す（ただし、Ｍは無線通信装置３における受信アンテナブランチ数）。
これにより、所望信号を抑圧した上で、干渉相関行列ＲＩｎの生成時に到来していた干渉
波の電力を選択的に受信することができる。
【００６３】
【数７】

【００６４】
　一方、信号分離手段９は、受信信号ベクトルｙ（ｋ）を入力として、所望無線通信装置
１から送信される送信系列ｘｎ（ｋ）を、所望波分離受信アンテナウエイトＷＤｎを用い
て、ＷＤｎ

Ｈｙ（ｋ）とすることで分離受信する。ここで、ｎはＮｔ以下の自然数であり
、Ｎｔ≧１である。すなわち、Ｎｔ＝１の場合は、いわゆるダイバーシチ受信動作を行い
、Ｎｔ＞１の場合は、空間多重伝送された送信信号を分離受信するＳＤＭ受信動作となる
。以下に信号分離手段９を中心にした所望波の分離受信動作について説明する。
【００６５】
　図５は信号分離手段９及び干渉波レベル検出手段８を含めた動作を示すフローチャート
である。以下図５を用いて、その動作説明を行う。
【００６６】
　まず、初期の所望波分離受信アンテナウエイトＷＤとして下記の（数８）を算出する（
Ｓ５０）。この所望波分離受信アンテナウエイトＷＤは、所望波のＳＩＮＲが最大となる
ようなアンテナウエイトとなる。
【００６７】
【数８】
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　ここで、ＷＤはＭ行Ｎｔ列の行列からなりその第ｎ列はＷＤｎからなる。Ｒｎは、下記
の（数９）により算出される。また、Ｈｅは所望無線通信装置１の送信系列ｘ（ｋ）が受
ける伝搬路応答行列Ｈ１の推定値、δは雑音電力推定値、ＥＮｔはＮｔ次の正方行列を示
す（ただし、Ｍは無線通信装置３における受信アンテナブランチ数）。なお、伝搬路応答
行列Ｈ１の推定値Ｈｅ及び雑音電力推定値δは、自局宛のパケット信号におけるトレーニ
ング信号部の既知信号系列から推定値を得る。
【００６９】
【数９】

【００７０】
　なお、上記はＭＭＳＥ手法に基づく信号分離手法であるが、これに限定されず、ＺＦ、
ＭＬＤ（Maximum likelihood Detection）等の手法の適用も可能である。
【００７１】
　次に、干渉波レベル検出手段８は、干渉信号受信手段６の出力ｚｎ（ｋ）に基づき干渉
波成分電力Ｐｎ＝｜｜ｚｎ（ｋ）｜｜２を検出し、干渉波成分電力Ｐｎが所定値ＬＩを超
えた場合（Ｓ５１）、信号分離手段９における所望波分離受信アンテナウエイトＷＤを更
新する（Ｓ５２）。一方、干渉波成分電力Ｐｎが所定値ＬＩを超えない場合、信号分離手
段９における所望波分離受信アンテナウエイトＷＤを更新せずに維持する（Ｓ５３）。例
えば、図３に示したように、Ｃａｓｅ１、Ｃａｓｅ２、Ｃａｓｅ３のように干渉波が発生
する場合、Ｃａｓｅ２、Ｃａｓｅ３が、順次発生する期間Ｔ１とＴ２との間で、所望波分
離受信アンテナウエイトＷＤを変更すればよい。
【００７２】
　干渉波レベル検出手段８は、所望波分離受信アンテナウエイトＷＤを更新する場合、以
下のような新たな所望波分離受信アンテナウエイトＷＤを算出し、信号分離手段９に結果
を出力する。
【００７３】
　１）［方式３］：　上述した［方式１］における干渉波受信アンテナウエイトベクトル
ＷＩｎとして上記（数５）を用いた場合、下記の（数１０）に基づいて、所望波分離受信
アンテナウエイトＷＤを更新する。
【００７４】

【数１０】

【００７５】
　ここで、Ｗｂは下記の（数１１）により算出され、またｖｋ

（ｎ）は、干渉相関行列Ｒ
Ｉｎを固有値分解して得られるＭ個の固有値を、小さい順にＮｔ個取り出したときの固有
値に対応する固有ベクトル（ただしｋ＝１、．．．、Ｎｔ）であり、Ｑｎは下記の（数１
２）により与えられる。この所望波分離受信アンテナウエイトＷＤは、所望波の電力を最
大化するとともに、対応する干渉波を所定レベル以下に抑圧するようなアンテナウエイト
となる。これにより、干渉相関行列ＲＩｎの生成時に起因する干渉波を抑圧した上で、所
望信号を選択的に受信することができる。なお、所定値ＬＩを超える干渉波成分電力が複
数ある場合（Ｐｎ０，Ｐｎ１，．．．）、当該の干渉相関行列（ＲＩｎ０，ＲＩｎ１，．
．．）を加算合成した干渉相関行列ＲＩｎ（＝ ａ０ＲＩｎ０＋ａ１ＲＩｎ１＋．．．）
を用いる（ただし、ａ０、ａ１、．．．は重み係数）。すなわち、各干渉波成分に対応す
る干渉相関行列毎に重み付けをして、合成する形となる。
【００７６】
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【数１１】

【００７７】
【数１２】

【００７８】
　２）［方式４］：　上述した［方式２］における前処理モードにおいて得られるＲＩｎ

を、記憶手段７において記憶する代わりに、前処理モードにおいて得られるＢ（ｎ）を記
憶させ、干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎとして上記（数６）を用いた場合、
下記の（数１３）に基づいて所望波分離受信アンテナウエイトＷＤを更新する。
【００７９】

【数１３】

【００８０】
　ここで、Ｗｂは下記の（数１４）で、Ｆｎは下記の（数１５）で、Ｑｎは下記の（数１
６）により示される。なお、（数１５）における定数ａは、干渉抑圧効果を可変するパラ
メータであり、ａが大きくなるほど、所望波受信電力を高めるよりも干渉抑圧を優先する
空間フィルタリング動作となる。この所望波分離受信アンテナウエイトＷＤは、所望波の
電力を最大化するとともに、対応する干渉波を所定レベル以下に抑圧するようなアンテナ
ウエイトとなる。これにより、干渉相関行列ＲＩｎの生成時に起因していた干渉波を抑圧
した上で、所望信号を受信することができる。なお、所定値ＬＩを超える干渉波成分電力
が複数ある場合（Ｐｎ０，Ｐｎ１，．．．）、当該の干渉チャネル応答行列（Ｂ（ｎ０）
，Ｂ（ｎ１），．．．）から生成される相関行列を加算合成した相関行列Ｂ（ｎ）ＢＨ（
ｎ）（＝ ａ０Ｂ（ｎ０）ＢＨ（ｎ０）＋ａ１Ｂ（ｎ１）ＢＨ（ｎ１）＋．．．）を用い
る（ただし、ａ０、ａ１、．．．は重み係数）。すなわち、各干渉波成分に対応する干渉
相関行列ごとに重み付けをして合成する形となる。
【００８１】

【数１４】

【００８２】

【数１５】

【００８３】
【数１６】

【００８４】
　なお、信号分離手段９は、所望波分離受信アンテナウエイトＷＤの乗算を、２つのウエ
イト乗算部に分けて実施してもよい。以下、その構成の説明を行う。図６は、信号分離手
段を２つのウエイト乗算部に分けて構成した無線通信装置の第１変形例の構成を示すブロ
ック図である。図６に示す第１変形例の無線通信装置３ｂ－１において、信号分離手段９
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ａは、第１のウエイト乗算部９０と第２のウエイト乗算部９１とを有して構成される。
【００８５】
　第１のウエイト乗算部９０で用いるウエイトは、（数１０）または（数１３）に示すよ
うに所望波分離受信アンテナウエイトＷＤにおけるＷｂで示され、無線通信装置３ｂ－１
の受信信号ベクトルｙ（ｋ）に対し、Ａ（ｋ）＝Ｗｂ

Ｈｙ（ｋ）となるように乗算する。
これにより、受信信号ベクトルｙ（ｋ）に含まれる干渉波の受信電力を抑圧した信号を得
ることができる。
【００８６】
　次に、第２のウエイト乗算部９１で用いるウエイトは、（数１０）または（数１３）に
示すように所望波分離受信アンテナウエイトＷＤにおける（Ｑｎ

－１）Ｈを、第１のウエ
イト乗算部の出力Ａ（ｋ）に対して、（Ｑｎ

－１）ＨＡ（ｋ）となるように乗算する。こ
れにより、受信信号ベクトルｙ（ｋ）に含まれる干渉波の受信電力を抑圧した信号Ａ（ｋ
）から、Ｎｔ個の所望波信号を分離受信することができる。
【００８７】
　なお、所望波の空間多重数が１である場合は、信号電力を最大化する最大比合成ウエイ
トを用いる。これにより、複数アンテナ受信によるダイバーシチ効果を高めることで、受
信品質を高めることができる。
【００８８】
　このように信号分離手段９aを２つのウエイト乗算部に分けて構成することで、第１の
ウエイト乗算部９０において、干渉波を低減した出力信号Ａ（ｋ）を取り出すことができ
る。この性質を用いて、干渉波信号の影響を低減した信号を用いて、チャネル推定値を再
度算出する構成を用いることが可能となる。
【００８９】
　図７は、チャネル推定値を再度算出するようにした無線通信装置の第２変形例の構成を
示すブロック図である。図７に示す第２変形例の無線通信装置３ｂ－１において、再チャ
ネル推定部９５は、干渉波の低減した出力信号Ａ（ｋ）に含まれるチャネル推定用の予め
既知であるパイロット信号を抽出して、チャネル推定を行う。これにより得られたチャネ
ル推定値Ｈｒを用いて、第２のウエイト乗算部９１で用いるウエイトを算出する。
【００９０】
　ここで、再チャネル推定部９５は、上述した所望波分離受信アンテナウエイトＷＤの更
新方法のうち、［方式３］の場合は（数１２）の代わりに下記（数１７）に示されるＱｎ

を用いて、所望波分受信用のウエイトを算出する。また、［方式４］の場合は（数１６）
の代わりに下記（数１８）に示されるＱｎを用いて、所望波分受信用のウエイトを算出す
る。
【００９１】
【数１７】

【００９２】
【数１８】

【００９３】
　このように、干渉波信号成分を低減した信号を用いて、チャネル推定値を算出すること
によって、所望波分離するウエイトをより正確に求めることができる。これにより、所望
波に対する受信品質を高めることができる効果が得られる。
【００９４】
　また、さらに、第１のウエイト乗算部におけるウエイトを、複数アンテナＭ個の内、Ｍ
より小さいｋ個からなるサブアレーの組にして、干渉波受信電力を抑圧するウエイトを生
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成してもよい。
【００９５】
　図８は、信号分離手段の第１のウエイト乗算部におけるウエイトを複数のサブアレーの
組にして構成した無線通信装置の第３変形例の構成を示すブロック図である。図８に示す
第３変形例の無線通信装置３ｂ－３において、信号分離手段９ｂに含まれる第１のウエイ
ト乗算部９０は、さらに、複数のサブアレーウエイト乗算部９２を備える。ここで、図８
ではアンテナ数Ｍ＝３の時に、Ｍ＝３のアンテナからｋ＝２のサブアレーのアンテナ数を
構成する場合の例を示している。この場合、３（＝３Ｃ２）通りのサブアレーの組み合わ
せがあるため、３つのサブアレーウエイト乗算部９２－１～９２－３を有する。第ｍ番目
のサブアレーウエイトの生成は、（数１１）あるいは（数１４）で示されるＷｂの算出時
に当該のアンテナ番号に関わる行列またはベクトル要素を取り出した形で置換することに
よって算出することができる。
【００９６】
　このように、干渉波受信電力を抑圧するウエイトＷｂの生成時には、固有値分解や、逆
行列演算が含まれるが、サブアレー化して、行列の次数を下げることで、演算量を大幅に
削減できるという効果が得られる。
【００９７】
　続いて、信号系列受信処理手段１０は、信号分離手段９からのＮｔ個の出力信号に対し
、所定の変調方式によるシンボルデータ列からビットデータ列に変換するデマッピング処
理、送信側で施されたインターリーブと逆の動作によりビット順を復元するデインタリー
バ処理、入力されるビットデータ列に対し誤り訂正復号処理などを施し、送信ビット系列
を復元する受信処理を行う。
【００９８】
　以上のような動作により、本実施形態では、非通信時には、前処理モードとして複数の
干渉源無線通信装置２からの信号を予め受信しておき、その結果得られる干渉相関行列Ｒ
Ｉを基に、干渉源無線通信装置２からの送信信号を選択的に受信できる干渉波受信アンテ
ナウエイトＷＩを準備する。
【００９９】
　通信時には受信処理モードに移行し、通常受信すると共に、干渉波受信アンテナウエイ
トＷＩで受信された信号電力に基づき、干渉波成分の変動を検出し、干渉を与える干渉源
無線通信装置２が出現、または変化した場合、新たな干渉相関行列を用いて干渉低減する
所望波分離受信アンテナウエイトＷＤを適応的に変更することができる。
【０１００】
　これにより、非定常に現れる干渉波に適応した空間的フィルタリングを実現でき、干渉
除去能力を高めることで通信品質の安定化を図ることができる。例えば、異なる干渉波源
から非定常に同一チャネル干渉が発生する場合でも、安定した受信品質を得ることができ
る。
【０１０１】
　また、無線ＬＡＮの通信システムにおいては、隠れ端末またはＰＣＦ（Point Coordina
tion Function）動作をしている他ＢＳＳ（Basic Service Set）からの同一チャネル干渉
が存在した場合、所望でない送信元からの干渉信号を抑圧できない恐れがある。このよう
な場合でも、本実施形態を適用すれば、シンボル同期が可能なレベルでの干渉を受けてい
る場合に干渉耐性を向上することができ、伝送品質の向上が可能である。
【０１０２】
　なお、所望波分離受信アンテナウエイトを可変する場合の別な簡易的な手法として、受
信信号ｙ（ｎ）の信号対干渉雑音電力比ＳＩＲを検出し、検出値が所定レベルを超える場
合、干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎを更新する動作としてもよい。この際の
干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎとしては、ＳＩＲが最大となるウエイトを選
択する。
【０１０３】
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　また、干渉相関行列ＲＩの別な算出方法として、Ａ）自局宛のパケット受信時に、トレ
ーニング信号に無信号となるタイミングが含まれる場合、この無信号タイミングで、上記
（数２）を用いて干渉相関行列を算出してもよい。これにより自局宛のパケット受信時に
、同一チャネル干渉を与える干渉源の干渉相関行列を精度良く検出することができる。
【０１０４】
　また、干渉相関行列ＲＩのさらに別の算出方法として、Ｂ）自局宛のパケット受信時の
データ部において、上記（数２）を用いて得られる相関行列を用いてもよい。この場合、
相関行列の算出するタイミング及び算出範囲をずらして、データ部で複数のブロックに分
割し、それらを干渉相関行列ＲＩとする。これにより、自局宛のパケット受信時に、同一
チャネル干渉を与える干渉源の干渉相関行列を、時間的にずらしながら算出するため、干
渉波源が時間的に変動する場合の追従性能を高めることができる。
【０１０５】
（第２の実施形態）
　図９は、本発明の第２の実施形態における無線通信装置３ａの構成を示す図である。第
１の実施形態では、シングルキャリアを用いる伝送方式を用いたが、第２の実施形態では
、マルチキャリア伝送としてＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）
を用いる無線通信システムに適用する例を示す。このため、無線通信装置３ａは、第１の
実施形態とは一部の構成が異なり、サブキャリア毎に処理系を備えている。
【０１０６】
　第２の実施形態の無線通信装置３ａは、サブキャリア毎に、干渉信号受信手段６１－１
～Ｎｃ、記憶手段６２－１～Ｎｃ、信号分離手段６４－１～Ｎｃを備えている。また、干
渉波レベル検出手段６３は、全ての干渉信号受信手段６１－１～Ｎｃの出力結果を統合し
て、信号分離手段６４－１～Ｎｃにおける所望波分離受信アンテナウエイトを更新するか
判定する。すなわち、ＯＦＤＭの全サブキャリアにおける干渉信号の受信結果を基に、干
渉波成分のレベル検出を行い、このレベル検出結果に応じて所望波分離受信アンテナウエ
イトを可変する。その他の構成は第１の実施形態と同様であり、以下では第１の実施形態
とは異なる部分の構成及び動作を主に説明する。なお、ＯＦＤＭ変調及び復調方法に関し
ては、文献（尾知博、上田健二　共著、「ＯＦＤＭシステム技術とＭＡＴＬＡＢシミュレ
ーション解説」、トリケップス、2002年）に情報開示されており、ここではその詳細説明
は省略する。
【０１０７】
　第２の実施形態においても、第１の実施形態の図１に示すものと同様に、所望無線通信
装置１及び所望無線通信装置１と同一または近接したキャリア周波数を用いるため干渉を
与える干渉源無線通信装置２－１～Ｓからの送信信号を、無線通信装置３ａが受信するも
のとする。なお、無線通信装置３ａは受信構成のみを示しており、送信構成の図示は省略
している。
【０１０８】
　無線通信装置３ａにおいて、複数（Ｍ個）のアンテナ４－１～Ｍでの受信信号を基にし
て、受信部５－１～Ｍの出力が得られるまでの動作は、第１の実施形態と同様である。Ｏ
ＦＤＭ復調手段６０－１～Ｍは、それぞれ図示されていないＧＩ（ガードインターバル）
除去手段、ＩＦＦＴ手段、直列並列変換手段を含み、ＯＦＤＭ復調を施し、Ｎｃ個のサブ
キャリア毎のシンボルデータ系列を出力する。ここで、離散時刻ｋにおける第ｆｓ番目の
サブキャリア毎のシンボルデータ系列をＹ（ｋ、ｆｓ）と表記する。なお、Ｙ（ｋ、ｆｓ
）は受信に用いるアンテナ数Ｍ個で受信された信号を要素として含む列ベクトルである。
すなわち、アンテナ４－ｍで受信された信号ｙｍ（ｋ、ｆｓ）を第ｍ番目の要素とする。
ただし、ｆｓ＝１～Ｎｃである。
【０１０９】
　以下、この信号を用いた動作を、第１の実施形態と同様に図４を用いて説明する。まず
、使用する周波数チャネルで、伝送パケットの有無を検出する（Ｓ２１）。伝送パケット
が存在する場合、そのトレーニング信号部に含まれる予め既知のトレーニング信号を用い
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て、周波数同期及びタイミング同期を確立し、さらに伝送路歪みを等化することで、トレ
ーニング信号に続く伝送パケットのシグナリング部に含まれているパケット送信元及び送
信先のアドレス情報を読みとり、自局宛のパケットであるかを検出する（Ｓ２２）。ここ
で、自局宛以外のパケットを受信した場合、干渉波であるため、その干渉信号を学習する
前処理モードへ移行（Ｓ２３）し、自局宛のパケットを受信した場合、その送信信号を受
信する受信処理モードへ移行する（Ｓ２４）。
【０１１０】
　前処理モード（Ｓ２３）では、サブキャリアｆｓ毎に干渉信号受信手段６１－ｆｓにお
いて、トレーニング信号部の干渉相関行列ＲＩ（ｆｓ）を算出し、記憶手段６２－ｆｓに
おいて記憶する。ここで、干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）は、第ｎ番目の自局宛以外のパケ
ットを受信した時の干渉相関行列を示し、トレーニング信号を用いて算出される伝送路歪
み（以下、チャネル推定値）ｈｎ（ｊ、ｋ、ｆｓ）を用いて算出する。ここでｈｎ（ｊ、
ｋ、ｆｓ）は、第ｎ番目の干渉源無線通信装置２－ｎの第ｋ番目のアンテナから送信され
、無線通信装置３ａの第ｊ番目のアンテナ４－ｊで受信する際のチャネル推定値を表す。
なお、ｆｓ＝１、．．．、Ｎｃであり、第ｎ番目の干渉源無線通信装置２－ｎは、ＮＩｔ
（ｎ）個のアンテナをもち、ＮＩｔ（ｎ）は１以上の自然数とする。
【０１１１】
　ここで、干渉源無線通信装置２－１～Ｓから送信される信号は、伝搬路におけるマルチ
パスの先行波からの相対的な遅延時間がガードインターバル（ＧＩ）範囲内であれば、周
波数選択性フェージング環境を、サブキャリア単位ではフラットフェージング伝搬環境と
等価に扱うことができる。このため、フラットフェージング伝送路を仮定した場合、第ｎ
番目の自局宛以外のパケットを受信した場合の干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）は、下記（数
１９）のように算出される。
【０１１２】
【数１９】

【０１１３】
　ここで、Ｂ（ｎ、ｆｓ）はＭ行ＮＩｔ（ｎ）列の行列であり、その第ｊ行ｋ列の要素は
ｈｎ（ｊ、ｋ、ｆｓ）からなる。上付きの添え字Ｈはベクトル共役転置演算子を示す。ま
た、Ｐｎは雑音電力推定値、ＥＭはＭ次の単位行列を示す。
【０１１４】
　なお、干渉相関行列ＲＩ（ｆｓ）の別な算出方法として、トレーニング信号を用いて算
出されるチャネル推定値を用いずに算出する方法もある。この場合、下記の（数２０）を
用いる。
【０１１５】

【数２０】

【０１１６】
　ここで、Ｙｎ（ｋ、ｆｓ）はＭ次の列ベクトルであり、第ｊ番目の要素は、無線通信装
置３ａの第ｊ番目のアンテナ４－ｊで、第ｎ番目の自局宛以外のパケットを受信した場合
のサブキャリアｆｓのベースバンド信号を時刻ｔでサンプリングされた信号を示す。また
、ｄｔはサンプリング時間間隔、ｔ０はサンプリング開始時刻、Ｎｓはサンプリングされ
たデータ数である。この場合、干渉相関行列ＲＩは、パイロット信号を用いずに算出する
ことができるため、データ部の信号を用いても算出することが可能である。データ部に含
まれる信号が十分長い場合は、干渉相関行列ＲＩを精度よく推定することができる。
【０１１７】
　以上のように得られた干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）を用いて、サブキャリア毎の記憶手
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段６２－ｆｓにおいて記憶内容を更新する。更新手法として、第１の実施形態と同様、以
下のような３つの手法のいずれか、または、複数を組み合わせて用いる。
【０１１８】
　１）重み付け平均化した干渉相関行列を算出する。
　２）干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）を個別にそのまま記憶させる。記憶できる干渉相関行
列数が所定数ＮＩを超えた場合、受信電力が高い干渉相関行列ＲＩｋ（ｆｓ）を順に所定
数ＮＩ個分の干渉相関行列を記憶する。ただし、ｋはＮＩ以下の自然数を示す。
　３）送信元のアドレス情報毎に分類して、干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）を個別に記憶さ
せる。同じ送信元のアドレスである干渉相関行列が複数検出された場合は、重み付け平均
化後に記憶する。また、記憶できる干渉相関行列数が所定数ＮＩを超えた場合、受信電力
が高い干渉相関行列ＲＩｋ（ｆｓ）の送信元のアドレス情報を優先して所定数ＮＩ個分の
干渉相関行列を記憶する。ただし、ｋはＮＩ以下の自然数を示す。
　これらの３つの手法のそれぞれの作用効果は、前述した第１の実施形態と同様である。
【０１１９】
　なお、十分な電力レベルの信号があるにもかかわらず、伝送パケットのシグナリング情
報が読みとれないような異種の通信システムからの干渉が存在する場合は、上記（数２０
）で示すようにトレーニング信号によるチャネル推定値を用いない干渉相関行列ＲＩを算
出し、記憶手段６２－ｆｓを更新する。
【０１２０】
　以上の自局宛以外のパケットを受信した場合の干渉相関行列ＲＩ（ｆｓ）を記憶するま
でが前処理モード（Ｓ２３）である。
【０１２１】
　次に、受信処理モードへ移行（Ｓ２４）した場合の説明を行う。なお、以下では、トレ
ーニング信号部のトレーニング信号を用いた周波数同期、位相同期、シンボル同期確立後
の動作を説明する。無線通信装置３ａにおける複数アンテナ４、受信部５を通して得られ
る受信信号は、受信信号ベクトルＹ（ｋ、ｆｓ）として出力される。以下、ｋはサンプリ
ングされた信号の離散時刻を示す。
【０１２２】
　所望無線通信装置１のＮｔ個の各アンテナから送信されるサブキャリア毎の送信系列Ｘ

ｎ（ｋ、ｆｓ）からなる送信系列ベクトルＸ（ｋ、ｆｓ）＝[ Ｘ１（ｋ、ｆｓ）、．．．
、ＸＮｔ（ｋ、ｆｓ）]Ｔに対し（上付き添え字Ｔはベクトル転置演算子）、伝搬路にお
けるマルチパスの、先行波からの相対的な遅延時間がガードインターバル（ＧＩ）範囲内
であれば、周波数選択性フェージング環境を、サブキャリア単位ではフラットフェージン
グ伝搬環境として扱うことができる。このため、離散時刻ｋにおける無線通信装置３ａで
のサブキャリアｆｓの受信信号ベクトルＹ（ｋ、ｆｓ）は、下記（数２１）のように示さ
れる。
【０１２３】
【数２１】

【０１２４】
　ここで、Ｙ（ｋ、ｆｓ）は受信に用いるＭ個のアンテナ４での受信信号を要素として含
む列ベクトルであり、アンテナ４－ｍで受信されたサブキャリアｆｓの信号ｙｍ（ｋ、ｆ
ｓ）を第ｍ番目の要素とする。また、Ｈ１（ｆｓ）は所望無線通信装置１の送信系列Ｘ（
ｋ、ｆｓ）が受ける伝搬路変動を示すチャネル応答行列である。ここで、Ｈ１（ｆｓ）は
（無線通信装置３ａのアンテナ数Ｍ）行×（所望無線通信装置１における送信アンテナ数
Ｎｔ）列からなる行列であり、そのｉ行ｊ列の行列要素ｈｉｊは、所望無線通信装置１に
おける第ｊ番目の送信アンテナから送信された信号Ｘｊ（ｋ、ｆｓ）が、無線通信装置ａ
における第ｉ番目のアンテナ４－ｉで受信される場合の伝搬路変動を示す。



(20) JP 4939888 B2 2012.5.30

10

20

30

40

50

【０１２５】
　また、ｎ（ｋ、ｆｓ）は無線通信装置３ａのＭ個の受信アンテナ４で受信時に付加され
るサブキャリアｆｓの雑音成分ベクトルである。また、Ｉ（ｋ、ｆｓ）は干渉源無線通信
装置２－１～Ｓのうち一つまたは複数から送信されるサブキャリアｆｓにおける干渉信号
成分を表す。なお、干渉源無線通信装置２からの送信信号が存在しない場合はＩ（ｋ、ｆ
ｓ）＝０となる。
【０１２６】
　このような無線通信装置３ａの受信信号ベクトルＹ（ｋ、ｆｓ）は、対応するサブキャ
リア毎の干渉信号受信手段６１－ｆｓ及び信号分離手段６４－ｆｓに入力される。ここで
ｆｓ＝１、．．．、Ｎｃである。
【０１２７】
　干渉信号受信手段６１－ｆｓは、記憶手段６２－ｆｓから前処理モードで得られた一つ
または複数の干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）を読み出し、干渉信号電力Ｉ（ｋ、ｆｓ）を空
間的なフィルタリングにより選択的に受信できる干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷ
Ｉｎ（ｆｓ）を算出する。そして、下記（数２２）で示すように受信信号ベクトルＹ（ｋ
、ｆｓ）との積和演算を行い、第ｎ番目の干渉波成分信号Ｚｎ（ｋ、ｆｓ）を抽出する。
【０１２８】
【数２２】

【０１２９】
　ここで、ｎは記憶手段６２－ｆｓで記憶された干渉相関行列の個数ＮＩ以下の自然数で
あり、Ｚｎ（ｋ、ｆｓ）は、干渉源無線通信装置２が送信した空間多重ストリーム数の要
素を持つ列ベクトルからなり、上付きの添え字Ｈはベクトル共役転置演算子を示す。
【０１３０】
　なおこのとき、サブキャリアｆｓの干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎ（ｆｓ
）の算出は以下のような手法を適用する。
　１）［方式５］干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎ（ｆｓ）として、下記の（
数２３）を用いる。
【０１３１】

【数２３】

【０１３２】
　ここで、Ｕｋ

（ｎ）（ｆｓ）は、干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）を固有値分解して得られ
るＭ個の固有値の内、干渉源無線通信装置２が送信した空間多重ストリーム数の分、大き
い順に固有値を取り出し、それに対応する固有ベクトルを列ベクトル成分に持つ。ここで
ｋ＝１、．．．、Ｍである。これにより、干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）の生成時に到来し
ていた干渉波の電力を最大化するように干渉波を受信することができる。
【０１３３】
　また、記憶手段６２－ｆｓにおける動作を変更することで、別な干渉波受信アンテナウ
エイトベクトルＷＩｎ（ｆｓ）の算出として以下のような手法の適用が可能である。
　２）［方式６］前処理モードにおいて得られるＲＩｎ（ｆｓ）を記憶手段６２－ｆｓに
おいて記憶する代わりに、前処理モードにおいて得られるＢ（ｎ、ｆｓ）を記憶させる。
この場合、干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎ（ｆｓ）として、下記の（数２４
）を用いる。
【０１３４】

【数２４】
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【０１３５】
　ここで、Ｄｎ（ｆｓ）は、下記の（数２５）により算出され、Ｈe（ｆｓ）は所望無線
通信装置１のサブキャリアｆｓにおける送信系列ｘ（ｋ、ｆｓ）が受ける伝搬路応答行列
Ｈ１（ｆｓ）の推定値であり、δは雑音電力推定値、ＥＭはＭ次の正方行列を示す（ただ
し、Ｍは無線通信装置３ａにおける受信アンテナブランチ数）。これにより、所望信号を
抑圧した上で、干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）の生成時に到来していた干渉波の電力を選択
的に受信することができる。
【０１３６】
【数２５】

【０１３７】
　一方、各サブキャリアｆｓにおける信号分離手段６４－ｆｓは、受信信号ベクトルＹ（
ｋ、ｆｓ）を入力として、所望無線通信装置１から送信される送信系列ｘｎ（ｋ、ｆｓ）
を、所望波分離受信アンテナウエイトＷＤｎ（ｆｓ）を用いてＷＤｎ（ｆｓ）ＨＹ（ｋ、
ｆｓ）とすることで分離受信する。ここで、ｎはＮｔ以下の自然数であり、Ｎｔ≧１であ
る。すなわち、Ｎｔ＝１の場合は、いわゆるダイバーシチ受信動作を行い、Ｎｔ＞１の場
合は、空間多重伝送された送信信号を分離受信するＳＤＭ受信動作となる。以下に信号分
離手段６４－ｆｓ及び干渉波レベル検出手段６３を中心にした所望波の分離受信動作につ
いて、第１の実施形態と同様に図５を用いて説明する。
【０１３８】
　まず、初期の所望波分離受信アンテナウエイトＷＤ（ｆｓ）として下記の（数２６）を
算出する（Ｓ５０）。
【０１３９】

【数２６】

【０１４０】
　ここで、ＷＤ（ｆｓ）はＭ行Ｎｔ列の行列からなり、その第ｎ列はＷＤｎからなる。Ｒ

ｎ（ｆｓ）は、下記の（数２７）により算出される。また、Ｈe（ｆｓ）は所望無線通信
装置１のサブキャリアｆｓの送信系列ｘ（ｋ、ｆｓ）が受ける伝搬路応答行列Ｈ１（ｆｓ
）の推定値、δは雑音電力推定値、ＥＮｔはＮｔ次の正方行列を示す（ただし、Ｍは無線
通信装置３ａにおける受信アンテナブランチ数）。なお、伝搬路応答行列Ｈ１（ｆｓ）の
推定値Ｈe（ｆｓ）及び雑音電力推定値δは、自局宛のパケット信号におけるトレーニン
グ信号部の既知信号系列から推定値を得る。
【０１４１】
【数２７】

【０１４２】
　なお、上記はＭＭＳＥ手法に基づく信号分離手法であるが、これに限定されず、ＺＦ、
ＭＬＤ（Maximum likelihood Detection）等の手法の適用も可能である。
【０１４３】
　次に、干渉波レベル検出手段６３は、サブキャリア毎の干渉信号受信手段６１－ｆｓの
出力Ｚｎ（ｋ、ｆｓ）に基づき、下記の（数２８）に示す干渉波成分電力Ｐｎを検出する
。
【０１４４】
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【数２８】

【０１４５】
　全サブキャリアにおいて検出した干渉波成分電力Ｐｎが所定値ＬＩを超えた場合（Ｓ５
１）、各サブキャリアの信号分離手段６４－ｆｓにおける所望波分離受信アンテナウエイ
トＷＤｎ（ｆｓ）を更新する（Ｓ５２）。一方、干渉波成分電力Ｐｎが所定値ＬＩを超え
ない場合、信号分離手段６４－ｆｓにおける所望波分離受信アンテナウエイトＷＤｎ（ｆ
ｓ）を更新せずに維持する（Ｓ５３）。なお、干渉波レベル検出手段６３において、全サ
ブキャリアの干渉波成分電力Ｐｎを検出するのではなく、必要に応じて特定のサブキャリ
アの干渉波成分電力を検出するようにしてもよく、その検出レベルに応じて所望波分離受
信アンテナウエイトを更新するかどうか判定することもできる。
【０１４６】
　各サブキャリアの干渉波レベル検出手段６３－ｆｓは、所望波分離受信アンテナウエイ
トＷＤｎ（ｆｓ）を更新する場合、以下のような新たな所望波分離受信アンテナウエイト
ＷＤｎ（ｆｓ）を算出し、信号分離手段６４－ｆｓに結果を出力する。
【０１４７】
　１）［方式７］干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎ（ｆｓ）として上記（数２
３）を用いた場合、下記の（数２９）に基づいて所望波分離受信アンテナウエイトＷＤ（
ｆｓ）を更新する。
【０１４８】

【数２９】

【０１４９】
　ここで、Ｗｂは下記の（数３０）により算出され、またｖｋ

（ｎ）は、干渉相関行列Ｒ
Ｉｎ（ｆｓ）を固有値分解して得られるＭ個の固有値を小さい順にＮｔ個取り出したとき
の固有値に対応する固有ベクトル（ただしｋ＝１、．．．、Ｎｔ）であり、Ｑｎ（ｆｓ）
は下記の（数３１）により与えられる。これにより、干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）の生成
時に起因する干渉波を抑圧した上で、所望信号を選択的に受信することができる。なお、
所定値ＬＩを超える干渉波成分電力が複数ある場合（Ｐｎ０（ｆｓ），Ｐｎ１（ｆｓ），
．．．）、当該の干渉相関行列（ＲＩｎ０（ｆｓ），ＲＩｎ１（ｆｓ），．．．）を加算
合成した干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）（＝ ａ０ＲＩｎ０（ｆｓ）＋ａ１ＲＩｎ１（ｆｓ
）＋．．．）を用いる（ただし、ａ０、ａ１、．．．は重み係数）。
【０１５０】

【数３０】

【０１５１】

【数３１】

【０１５２】
　２）［方式８］前処理モードにおいて得られるＲＩｎ（ｆｓ）を記憶手段６２－ｆｓに
おいて記憶する代わりに、前処理モードにおいて得られるＢ（ｎ、ｆｓ）を記憶させ、干
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渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎ（ｆｓ）として上記（数２４）を用いた場合、
下記の（数３２）に基づいて所望波分離受信アンテナウエイトＷＤ（ｆｓ）を更新する。
【０１５３】
【数３２】

【０１５４】
　ここで、Ｗｂ（ｆｓ）は下記の（数３３）で、Ｆｎ（ｆｓ）は下記の（数３４）で、Ｑ

ｎ（ｆｓ）は下記の（数３５）により示される。なお、（数３４）における定数ａは、干
渉抑圧効果を可変するパラメータであり、ａが大きくなるほど、所望波受信電力を高める
よりも干渉抑圧を優先する空間フィルタリング動作となる。これにより、干渉相関行列Ｒ
Ｉｎ（ｆｓ）の生成時に起因していた干渉波を抑圧した上で、所望信号を受信することが
できる。なお、所定値ＬＩを超える干渉波成分電力が複数ある場合（Ｐｎ０（ｆｓ），Ｐ

ｎ１（ｆｓ），．．．）、当該の干渉チャネル応答行列（Ｂ（ｎ０、ｆｓ），Ｂ（ｎ１、
ｆｓ），．．．）から生成される相関行列を加算合成した相関行列Ｂ（ｎ、ｆｓ）ＢＨ（
ｎ、ｆｓ）（＝ ａ０Ｂ（ｎ０、ｆｓ）ＢＨ（ｎ０、ｆｓ）＋ａ１Ｂ（ｎ１、ｆｓ）ＢＨ

（ｎ１、ｆｓ）＋．．．）を用いる（ただし、ａ０、ａ１、．．．は重み係数）。
【０１５５】

【数３３】

【０１５６】
【数３４】

【０１５７】

【数３５】

【０１５８】
　続いて、一次復調手段６５（ｆｓ）－１～Ｎｔは、サブキャリアｆｓ毎に得られた信号
分離手段６４－ｆｓからのＮｔ個のシンボルデータ列からなる出力信号に対し、変調に用
いたマッピング情報を基に、ビットデータ列に変換する。
【０１５９】
　Ｐ／Ｓ変換手段６６－１～Ｎｔは、並列的に得られたサブキャリアｆｓ＝１～Ｎｃのサ
ブキャリアのビットデータを直列のビットデータ列に変換する。すなわち、第ｍ番目のＰ
／Ｓ変換手段６６－ｍは、全てのサブキャリアｆｓ＝１～Ｎｃにおける、一次復調手段６
５（ｆｓ）－ｍの並列に得られたビットデータ出力を、直列のビットデータ列に変換する
。
【０１６０】
　信号系列受信処理手段１０－１～Ｎｔは、各Ｐ／Ｓ変換手段６６－１～Ｎｔから出力さ
れるビットデータ列に対し、送信側で施されたインターリーブと逆の動作により、ビット
順を復元するデインタリーバ処理、誤り訂正復号処理などを施し、送信ビット系列を復元
する受信処理を行う。
【０１６１】
　以上のような動作により、本実施形態では、マルチキャリア伝送を用いた通信システム
においても、第１の実施形態と同様に、干渉波成分の変動を検出し、干渉を与える干渉源
無線通信装置２が出現、または変化した場合、新たな干渉相関行列を用いて干渉低減する
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所望波分離受信アンテナウエイトを適応的に変更することができる。これにより、非定常
に現れる干渉波に適応した空間的フィルタリングを実現でき、干渉除去能力を高めること
で通信品質の安定化を図ることができる。例えば、異なる干渉波源から非定常に同一チャ
ネル干渉が発生する場合でも、安定した受信品質を得ることができる。
【０１６２】
　なお、サブキャリア毎の干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）の別な算出方法として、Ａ）自局
宛のパケット受信時に、トレーニング信号に無信号となるタイミングが含まれる場合、無
信号タイミングで、上記（数２０）を用いて干渉相関行列を算出してもよい。これにより
自局宛のパケット受信時に、同一チャネル干渉を与える干渉源の干渉相関行列を精度良く
検出することができる。
【０１６３】
　また、干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）のさらに別の算出方法として、Ｂ）自局宛のパケッ
ト受信時のデータ部において、上記（数２０）を用いて得られる相関行列を用いてもよい
。この場合、相関行列の算出するタイミング及び算出範囲をずらして、データ部で複数の
ブロックに分割し、それらを干渉相関行列ＲＩｎ（ｆｓ）とする。これにより、自局宛の
パケット受信時に、同一チャネル干渉を与える干渉源の干渉相関行列を、時間的にずらし
ながら算出するため、干渉波源が時間的に変動する場合の追従性能を高めることができる
。
【０１６４】
（第３の実施形態）
　図１０は、本発明の第３の実施形態における無線通信装置３ｅの構成を示す図である。
第３の実施形態の無線通信装置３ｅは、第１の実施形態において説明を行った図１の構成
に、さらに、信号系列受信処理手段１０による復号結果を基に再符号化及び再変調を行う
ことで送信レプリカを生成する送信レプリカ生成部７０と、生成された送信レプリカとチ
ャネル推定値を用いて、所望信号以外の信号をキャンセル処理する干渉キャンセル部７１
と、干渉波レベル検出手段により検出された他局干渉成分を除去する反復復号用ウエイト
を生成する反復復号用ウエイト生成部７２と、干渉キャンセル部の出力に反復復号用ウエ
イトを用いて積和演算することで、他局干渉成分を除去した所望信号成分を抽出する第２
の信号分離手段７３と、第２の信号分離手段の出力に対して受信処理を施す第２の信号系
列受信処理手段７４とを追加した構成である。
【０１６５】
　以下、図１０を用いて、図１と異なる構成及び動作を主に説明する。なお、ここでは、
第１の実施形態と同様に、所望無線通信装置１と干渉源無線通信装置２－１～Ｓとから送
信信号が送出され、これらの送信信号を無線通信装置３ｅにおいて受信する場合を想定し
ている。それぞれの所望無線通信装置１、干渉源無線通信装置２－１～Ｓ、無線通信装置
３ｅは、複数のアンテナを備えており、ＳＤＭ伝送が可能となっている。また、所望の送
信信号源である所望無線通信装置１、及びこの所望無線通信装置１と同一または近接した
キャリア周波数を用いるため干渉を与える干渉源となる干渉源無線通信装置２－１～Ｓか
らの送信信号を、無線通信装置３ｅが受信するものとする。なお、無線通信装置３ｅは受
信構成のみを示しており、送信構成の図示は省略している。
【０１６６】
　ここで、非通信時における前処理モードの動作は、前述した第１の実施形態と同様であ
るのでその説明は省略する。すなわち、第１の実施形態と同様に、非通信時における前処
理モードの処理として、複数の干渉源無線通信装置２からの信号を予め受信しておき、そ
の結果得られる干渉相関行列ＲＩを基に、干渉源無線通信装置２からの送信信号を選択的
に受信できる干渉波受信アンテナウエイトＷＩを準備する。
【０１６７】
　また、通信時における受信処理モード中の所望信号を受信するまでの動作は、前述した
第１の実施形態と同様である。すなわち、第１の実施形態と同様に、通信時における受信
処理モードの処理として、通常受信すると共に、干渉波受信アンテナウエイトＷＩで受信
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された信号電力に基づき、干渉波成分の変動を検出する。そして、干渉を与える干渉源無
線通信装置２が出現、または変化した場合、新たな干渉相関行列を用いて干渉低減する所
望波分離受信アンテナウエイトＷＤを適応的に変更することで、信号分離手段９を通して
信号系列受信処理手段１０により所望信号を受信する。
【０１６８】
　信号系列受信処理手段１０－１～Ｎｔは、所望無線通信装置１から送信されたＮｔ個（
ただし、Ｎｔ＞１）の送信系列に対応した、信号分離手段９からのＮｔ個の出力信号に対
し、所定の変調方式によるシンボルデータ列からビットデータ列に変換するデマッピング
処理、送信側で施されたインターリーブと逆の動作によりビット順を復元するデインタリ
ーバ処理、入力されるビットデータ列に対し誤り訂正を行う誤り訂正復号処理などを施し
、送信ビット系列を復元する受信処理を行う。第１の実施形態では、信号系列受信処理手
段１０－１～Ｎｔで得られた出力を最終出力としたが、第３の実施形態では、信号系列受
信処理手段１０－１～Ｎｔで得られた出力を仮判定ビット列ｂｍ（ｋ）として、反復復号
処理を行う点が異なる。ただし、ｍ＝１、．．．、Ｎｔである。以下、第１の実施形態と
異なる動作の説明を行う。
【０１６９】
　送信レプリカ生成部７０は、仮判定ビット列ｂｍ（ｋ）に基づいて仮判定送信シンボル
系列ｘ[1]

ｍ（ｋ）を再生成する。ただし、ｍ＝１、．．．、Ｎｔである。すなわち、送
信レプリカ生成部７０は、図示されていない伝送路符号化部、パンクチャ処理部、インタ
ーリーバ、シンボルマッピング部を含み、それぞれを用いて下記のような動作を行う。伝
送路符号化部は、仮判定ビット列ｂｍ（ｋ）を基に送信時に施したものと同一方式の誤り
訂正符号を施す。パンクチャ処理部は、誤り訂正符号化処理された出力ビット列に対し、
送信時に施したものと同一の符号化率にするパンクチャ処理を行う。インターリーバは、
パンクチャ処理された出力ビット列に対し、送信時に施したものと同一のインターリーブ
処理を施す。シンボルマッピング部は、インターリーブされた出力ビット列に対し、所定
の変調多値数からなる変調方式を用いてシンボルマッピング処理を行う。
【０１７０】
　干渉キャンセル部７１は、送信レプリカ生成部７０の出力である仮判定送信シンボル系
列ｘ[1]

ｍ（ｋ）及び所望無線通信装置１の送信系列ｘ（ｋ）が受ける伝搬路応答行列Ｈ

１のチャネル推定値Ｈｅを用いて、下記（数３６）に示すような、受信信号ベクトルｙ（
ｋ）のレプリカ信号ｙ[1]（ｋ）を生成する。ここで、ｘ[1]（ｋ）は、Ｎｔ次の列ベクト
ルであり、その第ｍ番目の要素は仮判定送信シンボル系列ｘ[1]

ｍ（ｋ）からなる。
【０１７１】
【数３６】

【０１７２】
　さらに、干渉キャンセル部７１は、受信部２の出力である受信信号ベクトルｙ（ｋ）か
ら、所望の第ｒ番目の空間多重ストリームを除く空間多重ストリームを干渉信号とみなし
て除去を行い、干渉除去された第ｒ番目の空間多重ストリームを出力する。すなわち、下
記（数３７）に示すように、干渉キャンセル出力ｕｒ（ｋ）を算出する。
【０１７３】

【数３７】

【０１７４】
　ここで、ＧｒはＮｔ次の単位行列からｒ行ｒ列の対角成分を０にした行列を示す。また
、ｒは１からＮｔまでの自然数、ｘ[1]（ｋ）はレプリカ信号である。また、干渉キャン
セル出力ｕｒ（ｋ）はＭ個の要素をもつ列ベクトルである。以上の干渉キャンセルの動作
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．、Ｎｔに対して（数３７）に示す干渉キャンセル動作を行う。
【０１７５】
　反復復号用ウエイト生成部７２は、干渉波レベル検出手段８の出力に基づき所望波分離
受信アンテナウエイトＷＤを更新する動作に連動して、以下のような［方式９］または［
方式１０］による第ｒ番目の所望波信号に対する反復復号用アンテナウエイトＷＤ２（ｒ
）を更新する動作を行い、第２の信号分離手段７３に結果を出力する。なお、干渉波レベ
ル検出手段８により干渉波が検出されない場合は、干渉キャンセル出力ｕｒ（ｋ）に対し
、最大比合成ウエイトを生成する。以下において、ＤｒはＮｔ次の単位行列からｒ行ｒ列
の対角成分以外をすべて０にした行列を示す。ｒはＮｔ以下の自然数である。
【０１７６】
　１）［方式９］干渉波受信アンテナウエイトベクトルＷＩｎとして上記（数５）を用い
た場合：
　下記の（数３８）に基づいて反復復号用アンテナウエイトＷＤ２（ｒ）を更新する。
【０１７７】
【数３８】

【０１７８】
　ここで、ｖmin

（ｎ）は、干渉波レベル検出手段８で検出される干渉相関行列ＲＩｎを
固有値分解して得られるＭ個の固有値のうち、最小固有値に対応する固有ベクトルである
。この反復復号用アンテナウエイトＷＤ２（ｒ）は、干渉波を最小化した上で、所望波の
電力を最大化するアンテナウエイトとなる。これにより、干渉相関行列ＲＩｎの生成時に
起因する干渉波を抑圧した上で、所望信号を選択的に受信することができる。
【０１７９】
　２）［方式１０］前処理モードにおいて得られる干渉相関行列ＲＩｎを記憶手段７にお
いて記憶する代わりに、前処理モードにおいて得られるＢ（ｎ）を記憶させ、干渉波受信
アンテナウエイトベクトルＷＩｎとして上記（数６）を用いた場合：
　下記の（数３９）に基づいて反復復号用アンテナウエイトＷＤ２（ｒ）を更新する。
【０１８０】

【数３９】

【０１８１】
　ここで、Ｗｂは下記の（数４０）で、Ｆｎは下記の（数４１）で、Ｑｎは下記の（数４
２）により示される。なお、（数４１）における定数ａは、干渉抑圧効果を可変するパラ
メータであり、ａが大きくなるほど、所望波受信電力を高めるよりも干渉抑圧を優先する
空間フィルタリング動作となる。この反復復号用アンテナウエイトＷＤ２（ｒ）は、所望
波の電力を最大化するとともに対応する干渉波を所定レベル以下に抑圧するアンテナウエ
イトとなる。これにより、干渉相関行列ＲＩｎの生成時に起因していた干渉波を抑圧した
上で、所望信号を受信することができる。
【０１８２】

【数４０】

【０１８３】
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【数４１】

【０１８４】
【数４２】

【０１８５】
　第２の信号分離手段７３は、第ｒ番目の干渉キャンセル部の出力ベクトルｕｒ（ｋ）に
対し、反復復号用ウエイト生成部７２の出力である反復復号用ウエイトＷＤ２（ｒ）の積
和演算Ａｒ（ｋ）＝ＷＤ２（ｒ）Ｈｕｒ（ｋ）となるように乗算する。これにより、第ｒ
番目の干渉キャンセル部の出力ベクトルｕｒ（ｋ）に含まれる干渉波信号成分を抑圧した
信号を得ることができる。ここで、ｒはＮｔ以下の自然数である。
【０１８６】
　続いて、Ｎｔ個の第２の信号系列受信処理手段７４－１～Ｎｔは、第２の信号分離手段
７３からのＮｔ個の出力信号Ａｒ（ｋ）をそれぞれ入力とし、所定の変調方式によるシン
ボルデータ列からビットデータ列に変換するデマッピング処理、送信側で施されたインタ
ーリーブと逆の動作によりビット順を復元するデインタリーバ処理、入力されるビットデ
ータ列に対し誤り訂正を行う誤り訂正復号処理などを施し、送信ビット系列を復元する受
信処理を行う。ここで、ｒはＮｔ以下の自然数である。
【０１８７】
　以上のような動作により、第３の実施形態では、第１の実施形態による効果に加え、さ
らに、反復復号処理による受信信号処理を加えることで、受信ダイバーシチ効果を高める
ことができ、受信品質を高めることができる。すなわち、非通信時には、前処理モードと
して複数の干渉源無線通信装置２からの信号を予め受信しておき、その結果得られる干渉
相関行列ＲＩを基に、干渉源無線通信装置２からの送信信号を選択的に受信できる干渉波
受信アンテナウエイトＷＩを準備する。通信時には受信処理モードに移行し、通常受信す
ると共に、干渉波受信アンテナウエイトＷＩで受信された信号電力に基づき、干渉波成分
の変動を検出し、干渉を与える干渉源無線通信装置２が出現、または変化した場合、新た
な干渉相関行列を用いて干渉低減する反復復号用アンテナウエイトＷＤ２（ｒ）を適応的
に変更することができる。
【０１８８】
　これにより、非定常に現れる干渉波に適応した空間的フィルタリングを、反復復号受信
処理にも導入することが可能となる。その結果、干渉抑圧効果と、所望波受信のための受
信ダイバーシチ効果を高めることができ、これによって通信品質の安定化をさらに図るこ
とができる。例えば、異なる干渉波源から非定常に同一チャネル干渉または隣接チャネル
干渉が発生する場合でも、安定した受信品質を得ることができる。
【０１８９】
　なお、前述した第１の実施形態の第３変形例において、図８に示す信号分離手段９２－
１～９２－３のように、複数アンテナＭ個の内、Ｍより小さいｋ個からなるサブアレーの
組にして、干渉波受信電力を抑圧するウエイトを生成したが、第３の実施形態における第
２の信号分離手段７３に同様なサブアレーの組に対して干渉波受信電力を抑圧するウエイ
トを生成するようにしてもよい。このようにサブアレー化することによって、アンテナウ
エイト生成時に、行列の次数を下げることができ、逆行列演算や固有値分解演算時の演算
量を大幅に削減できるという効果が得られる。
【０１９０】
（第４の実施形態）
　図１１は、本発明の第４の実施形態における無線通信装置３ｆの構成を示す図である。
第４の実施形態の無線通信装置３ｆは、第３の実施形態において説明を行った図１０の構
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成に、さらに、干渉波レベル検出手段８により検出された他局干渉成分の干渉相関行列を
更新する干渉相関行列更新部８０を追加した構成である。
【０１９１】
　以下、図１１を用いて、図１０と異なる構成及び動作を主に説明する。なお、ここでは
、第１の実施形態と同様に、所望無線通信装置１と干渉源無線通信装置２－１～Ｓとから
送信信号が送出され、これらの送信信号を無線通信装置３において受信する場合を示して
いる。それぞれの所望無線通信装置１、干渉源無線通信装置２－１～Ｓ、無線通信装置３
は、複数のアンテナを備えており、ＳＤＭ伝送が可能となっている。また、所望の送信信
号源である所望無線通信装置１、及びこの所望無線通信装置１と同一または近接したキャ
リア周波数を用いるため干渉を与える干渉源となる干渉源無線通信装置２－１～Ｓからの
送信信号を、無線通信装置３ｆが受信するものとする。なお、無線通信装置３ｆは受信構
成のみを示しており、送信構成の図示は省略している。
【０１９２】
　ここで、非通信時における前処理モードの動作は、前述した第１の実施形態と同様であ
るので、その説明は省略する。すなわち、第１の実施形態と同様に、非通信時における前
処理モードの処理として、複数の干渉源無線通信装置２からの信号を予め受信しておき、
その結果得られる干渉相関行列ＲＩを基に、干渉源無線通信装置２からの送信信号を選択
的に受信できる干渉波受信アンテナウエイトＷＩを準備する。
【０１９３】
　また、通信時における受信処理モード中の所望信号を受信するまでの動作は、前述した
第１の実施形態と同様である。すなわち、第１の実施形態と同様に、通信時における受信
処理モードの処理として、通常受信すると共に、干渉波受信アンテナウエイトＷＩで受信
された信号電力に基づき、干渉波成分の変動を検出する。そして、干渉を与える干渉源無
線通信装置２が出現、または変化した場合、新たな干渉相関Ｆ行列を用いて干渉低減する
所望波分離受信アンテナウエイトＷＤを適応的に変更することで、信号分離手段９を通し
て信号系列受信処理手段１０により所望信号を受信する。
【０１９４】
　また、第３の実施形態と同様に、信号系列受信処理手段１０－１～Ｎｔにおいて、仮判
定ビット列ｂｍ（ｋ）を生成し、送信レプリカ生成部７０において、仮判定ビット列ｂｍ

（ｋ）に基づいて仮判定送信シンボル系列ｘ[1]
ｍ（ｋ）を再生成する。ただし、ｍ＝１

、．．．、Ｎｔである。
【０１９５】
　そして、干渉キャンセル部７１は、第３の実施形態と同様に、送信レプリカ生成部７０
の出力である仮判定送信シンボル系列ｘ[1]

ｍ（ｋ）及び所望無線通信装置１の送信系列
ｘ（ｋ）が受ける伝搬路応答行列Ｈ１のチャネル推定値Ｈｅを用いて、（数３６）に示す
ような、受信信号ベクトルｙ（ｋ）のレプリカ信号ｙ[1]（ｋ）を生成する。さらに、干
渉キャンセル部７１は、受信部２の出力である受信信号ベクトルｙ（ｋ）から、所望の第
ｒ番目の空間多重ストリームを除く空間多重ストリームを干渉信号とみなし除去を行い、
干渉除去された第ｒ番目の空間多重ストリームを出力する。すなわち、（数３７）に示す
ように、干渉キャンセル出力ｕｒ（ｋ）を算出する。以下、第３の実施形態と異なる動作
の説明を行う。
【０１９６】
　干渉相関行列更新部８０は、干渉波レベル検出手段８の出力に基づき所望波分離受信ア
ンテナウエイトＷＤを更新する動作に連動して、以下のように、干渉相関行列ＲＩｎまた
はＢ（ｎ）Ｂ（ｎ）Ｈを更新する動作を行い、反復復号用ウエイト生成部に結果を出力す
る。なお、干渉波レベル検出手段８により干渉波が検出されない場合は、更新動作は行わ
ない。
【０１９７】
　また、干渉相関行列更新部８０は、送信レプリカ生成部７０の出力である仮判定送信シ
ンボル系列ｘ[1]

ｍ（ｋ）及び所望無線通信装置１の送信系列ｘ（ｋ）が受ける伝搬路応
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答行列Ｈ１の推定値チャネルＨｅを用いて、下記（数４３）に示すような、受信信号ベク
トルｙ（ｋ）のレプリカ信号ｙ[1]（ｋ）を生成し、さらに、受信部２の出力である受信
信号ベクトルｙ（ｋ）から、すべての空間多重ストリームの除去を行った所望信号除去信
号ベクトルを出力する。すなわち、（数４３）に示すように、所望信号除去信号ベクトル
ｕa（ｋ）を算出する。ここで、ｘ[1]（ｋ）は、Ｎｔ次の列ベクトルであり、その第ｍ番
目の要素は仮判定送信シンボル系列ｘ[1]

ｍ（ｋ）からなる。
【０１９８】
【数４３】

【０１９９】
　続いて、干渉相関行列更新部８０は、干渉波レベル検出手段８の出力に基づき所望波分
離受信アンテナウエイトＷＤを更新する動作に連動して、同じ所望波分離受信アンテナウ
エイトＷＤが使われる期間に相当するサンプル数Ｎｗの、所望信号除去信号ベクトルｕa

（ｋ）を用いて、下記（数４４）または（数４５）に示す干渉相関行列を算出する。
【０２００】

【数４４】

【０２０１】
【数４５】

【０２０２】
　反復復号用ウエイト生成部７２は、干渉相関行列更新部８０の出力である更新された干
渉相関行列を用いて、第ｒ番目の所望波信号に対する反復復号用アンテナウエイトＷＤ２

（ｒ）を更新する動作を行い、第２の信号分離手段７３に結果を出力する。ここで、反復
復号用アンテナウエイトＷＤ２（ｒ）の算出は、第３の実施形態と同様である。なお、干
渉波レベル検出手段８により干渉波が検出されない場合は、干渉キャンセル出力ｕｒ（ｋ
）に対し、所望波信号の受信電力を最大化する最大比合成ウエイトを生成する。
【０２０３】
　以上のような動作により、第４の実施形態では、干渉相関行列更新部８０を設けること
によって、受信信号と反復復号処理で得られる送信レプリカ信号を用いて、干渉相関行列
を再推定することができる。これにより、干渉波成分が非通信時に比較して時間変動が含
まれる場合でも、再推定することで、時間変動に対応した新たな干渉相関行列を算出する
ことができ、これを用いて干渉低減する反復復号用アンテナウエイトＷＤ２（ｒ）を適応
的に変更することができる。
【０２０４】
　このように第４の実施形態によれば、干渉抑圧効果と、所望波受信のための受信ダイバ
ーシチ効果を高めることができ、第３の実施形態による効果に加え、さらに、通信品質の
安定化をさらに図ることができる。例えば、異なる干渉波源から非定常に同一チャネル干
渉または隣接チャネル干渉が発生する場合でも、安定した受信品質を得ることができる。
【０２０５】
　なお、第４の実施形態では、空間多重数Ｎｔが１より大きい場合の構成を示したが、空
間多重数Ｎｔ＝１の場合、すなわち、空間多重伝送を行わない場合も同様に適応が可能で
ある。
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【０２０６】
　図１２は、空間多重伝送を行わない場合の無線通信装置の変形例の構成を示すブロック
図である。以下図１２を用いて、この変形例の動作の説明を行う。図１２において、図１
１と異なる点は、干渉キャンセル部７１を含まない点であり、第２の信号分離手段７３ａ
の動作が一部異なる。以下、図１２の無線通信装置３ｇにおける第２の信号分離手段７３
ａの動作のみ説明を行う。
【０２０７】
　第２の信号分離手段７３ａは、受信信号ベクトルｙ（ｋ）に対し、反復復号用ウエイト
生成部７２の出力である反復復号用ウエイトＷＤ２（ｒ）の積和演算Ａ１（ｋ）＝ＷＤ２

（ｒ）Ｈｙ（ｋ）となるように乗算する。これにより、受信信号ベクトルｙ（ｋ）に含ま
れる干渉波信号成分を抑圧した所望波信号を得ることができる。以上の動作により、空間
多重数Ｎｔ＝１の場合、すなわち、空間多重伝送を行わない場合についても、第４の実施
形態と同様の効果を得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【０２０８】
　本発明は、干渉波が定常的に存在しない状態においても、非定常に現れる干渉波に適応
した空間的フィルタリングを実現でき、干渉除去能力を高めることが可能となる効果を有
し、例えば複数の端末で同一チャネルを使用するマルチセル構成の無線通信システムの端
末等に用いられ、干渉波源からの干渉成分を抑制して所望信号を受信可能な無線通信装置
等に有用である。
【図面の簡単な説明】
【０２０９】
【図１】本発明の第１の実施形態における無線通信装置を含む無線通信システムの構成を
示す図
【図２】本実施形態に用いる通信信号のパケット構成の一例を示す図
【図３】本実施形態におけるパケット伝送状況を説明する模式図
【図４】本実施形態における無線通信装置の受信時の動作を示すフローチャート
【図５】本実施形態における所望波の分離受信の動作を示すフローチャート
【図６】第１の実施形態における無線通信装置の第１変形例の構成を示すブロック図
【図７】第１の実施形態における無線通信装置の第２変形例の構成を示すブロック図
【図８】第１の実施形態における無線通信装置の第３変形例の構成を示すブロック図
【図９】本発明の第２の実施形態における無線通信装置の構成を示す図
【図１０】本発明の第３の実施形態における無線通信装置の構成を示す図
【図１１】本発明の第４の実施形態における無線通信装置の構成を示す図
【図１２】第４の実施形態における無線通信装置の変形例の構成を示すブロック図
【符号の説明】
【０２１０】
　１　所望無線通信装置
　２、２－１～２－Ｓ　干渉源無線通信装置
　３、３ａ、３ｂ－１、３ｂ－２、３ｂ－３、３ｅ、３ｆ、３ｇ　無線通信装置
　４、４－１～４－Ｍ　アンテナ
　５、５－１～５－Ｍ　受信部
　６、６１－ｆｓ　干渉信号受信手段
　７、６２－ｆｓ　記憶手段
　８、６３　干渉波レベル検出手段
　９、９ａ、６４－ｆｓ　信号分離手段
　１０、１０－１～１０－Ｎｔ　信号系列受信処理手段
　７０　送信レプリカ生成部
　７１　干渉キャンセル部
　７２　反復復号用ウエイト生成部
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　７３、７３ａ　第２の信号分離手段
　７４－１～７４－Ｎｔ　第２の信号系列受信処理手段
　８０　干渉相関行列更新部
　９０　第１ウエイト乗算部
　９１　第２ウエイト乗算部
　９２－１、９２－２、９２－３　サブアレーウエイト乗算部
　９５　再チャネル推定部

【図１】 【図２】

【図３】



(32) JP 4939888 B2 2012.5.30

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】
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